
Ⅰ　基本情報

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号）
建設局みどりの推進部みどりの管理課
(211-2536)
清田区土木部維持管理課（888-2800）

２　指定管理者

事業概要

目的

告示年月日

１　施設の概要

①平成3年3月31日
②昭和61年3月31日

延床面積

①平岡公園　②清田南公園 所在地
①清田区平岡公園
②清田区清田7条2丁目

公園種別 ①総合公園　②地区公園

公益財団法人札幌市公園緑化協会

平成30年4月1日～令和5年3月31日

施設数：2

名称

平岡公園、清田南公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関
する業務）

①663,699㎡　②68,938㎡

主要施設

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

①梅林、野球場、庭球場、パークゴルフ場、遊戯広場　②多目的広場、庭球場、スキー山

公募

非公募の場合、その理由：

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の指定管理者で維持管理しているため。

指定単位

施設数：2

名称

募集方法

複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有しない公園と有する公園をグ
ループ化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化(環境負荷の低減等)
の面から、比較的近接している公園をグループ化した。

業務の範囲 公園維持管理業務、有料公園施設（野球場、庭球場）運営（利用料金制度）
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Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

基本方針に基づ
き、平岡公園の特
徴である梅林や自
然環境等を活か
す運営管理に取り
組んだことを評価
する。新型コロナ
ウイルス感染拡大
防止のため多くの
イベントを中止せ
ざるを得ない状況
ではあったが、可
能な限り市民や関
係諸団体等と連
携し、環境学習等
の場としての魅力
向上に努めたこと
を評価する。

公園利用者が平
等かつ安全に利
用できるよう、適
切な対応処理に
努めたことを評価
する。

所管局の評価項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

平岡公園において
は、梅林、自然林、
湿地景観の管理を
第一に考えて運営
管理に取り組んで
いる。地域ボラン
ティアをはじめ酪農
学園大学や市立大
学と協働で環境教
育や環境保全に努
めている。園内の安全管理の
観点から、日常巡
回に重点をおき、施
設の不具合を発見
した際は、使用禁止
や通行止めなどの
処置を図り、事故防
止に努めた。
今後も限られた予
算・収入の中で取組
み項目に優先順位
を付け、管理運営
の効率化を目指し
たい。

５．公園と周辺自然林の自然環境に接し、守り育て
る活動を通じて、市民の自然を大切に思う心をはぐく
む。

６．公園の特徴である、札幌近郊で最大の梅林を最
大限に活かし、公園の魅力・価値の向上に努める。

年齢や障がいの程度、性別、主義・主張、思想・信
条、民族や言語、社会的地位や身分の違い等によっ
て、公園の平等利用が妨げられないよう、また、利用
者に不公平感を抱かせることのないよう、スタッフ教
育を徹底し、施設の管理運営を行う。

▼園路丸太階段の簡易補修を行った

▼管理事務所で車いす・ベビーカーの貸出を行った。

人気のある自然林
内で、動線の段差、
窪み、腐朽施設等
を調査し、危険と思
われる箇所につい
ては簡易補修を行
い、事故防止を図っ
た。また、休養施設
の更新も含め、大
規模補修部分につ
いては、札幌市と修
繕について協議を
するとともに、補修
の可否や利用状況
などから判断して利
用に耐えられない
ベンチ等の撤去を
行うなど、適切な対
応処理を行った。ま
た、管理事務所で
車いす及びベビー
カーの貸し出しを
行ったがコロナ禍の
ためか貸し出しはな
かった。

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

（1）統括管理
業務 公益財団法人札幌市公園緑化協会（以下、「当協

会」）は、当協会の≪理念≫の達成のための方針で
ある≪公益性「５つのK」≫のもとで、以下に示す『管
理運営の基本方針』にしたがって、札幌市の貴重な
財産である公園緑地の管理運営に携わった。

１．平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉
増進の場としての利用効果を高める。

２．関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声
の反映とその発信に努め、開かれた管理運営による
安全で安心、快適な利用環境を提供する。

３．資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な
管理運営による経費削減を図り、安定した質の高い
サービスを提供する。

４．自己実現、生涯学習の場として積極的な利用を
促すため、市民や関係諸団体・機関等との連携・協
働を推進し、活動の場としての魅力を高める。
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節電意識の向上
に努めたことを初
め、環境に配慮し
た取り組みを行っ
たことを評価す
る。

適切な対応を行っ
たと評価する。

適切な対応を行っ
たと評価する。

適切な対応を行っ
たと評価する。

適切な対応を行っ
たと評価する。

▼職員に対して、環境マネジメント研修を年1回（4
月）実施した。

EMS運用の結果、
電気使用量につい
ては、平岡公園の
一部園路の消灯な
どを行い節電意識
の向上に努めた。ま
た、梅まつり中止に
よる節電効果もあっ
た。植物残渣のリサ
イクルや環境に配
慮した減農薬管理
については、継続し
て取り組んだ。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼環境マネジメントシステム（EMS）を運用し、電気使
用量の削減等の取り組みを行っている。

▼植物残渣のリサイクルを実施するなど、環境に配
慮した管理を行った。

計画の通り人員を
配置し、研修による
人材育成を行い、
的確な管理を遂行
した。

▼作業機械の整備環境を充実させるため、交換部
品、潤滑油脂類等の在庫を増やし、また老朽化が著
しい機械は更新し、作業の効率化を図った。

老朽化した機械が
多く、作業効率が低
下してきたため、整
備作業を充実させ
るとともに機械の更
新も徐々に進め、改
善を図った。

▼電気保安、機械警備、自動ドア保守点検、遊具精
密点検、塵芥処理、公衆トイレ清掃など、直営での対
応が困難な作業について、第三者に対する委託を
行った。委託に際しては、確実な事前打ち合わせ、
作業中・作業後の現場確認のほか、日報等による文
書での業務履行確認を行った。

実施状況の通り、計
画に沿って適切な
対応を行うことがで
きたと考える。な
お、電気保安点検
の際は、同行して作
業確認を行った。今
後もできる限り同行
して現地確認を心
掛けたい。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼業務分担、指揮命令系統、連絡系統等を定めた。

▼札幌市との運営協議会
開催回 協議・報告内容

第1回
3月6日

ウメの開花について（梅まつり含む）
自主事業の実施状況について
清田南公園について
冬期間のウソの被害につい
平岡公園の施設老朽化について
備品の更新について

＜協議会メンバー＞
みどりの管理課
札幌市みどりの管理課 係長2名、担当者2
名、清田土木　係長１名　担当者２名
（公財）札幌市公園緑化協会 事業4課長、
管理事務所長、担当者１名

みどりの管理課と清
田区土木部の参加
で運営協議会を開
催し、前年に引き続
き有意義な協議が
できた。
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適切な対応を行っ
ていたと評価す
る。

適切な対応、管理
を行っていたと判
断する。

適切な対応を行っ
ていたと評価す
る。同じ苦情主か
らの苦情について
は、苦情主の理解
が得られるよう、コ
ミュニケーションを
より図っていける
よう努めていただ
きたい。

▽　要望・苦情対応

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモ
ニタリングの実施、事業報告、札幌市の検査等への
対応、自己評価の実施）

苦情・要望件数の
過去との比較、アン
ケート調査による利
用者満足度を把握
し、適正な業務の評
価を行った。

平岡公園の苦情・
要望は、同じ苦情
主からの苦情が多く
なっている。コミュニ
ケーションを図り、
苦情の改善を図り
たい。清田南公園
の苦情・要望はな
かった。

▼要望・苦情対応については苦情等対応報告票に
より、スタッフと協会本部、札幌市への情報共有を
行っている。作業中の要望等については、終業ミー
ティングの際、確実に管理責任者に伝達するよう徹
底した。

平岡公園　　苦情5件、要望1件、称賛１件

清田南公園　苦情0件、要望0件、称賛0件

▼要望、意見については、公園管理運営等に役立て
るため、情報の共有をしている。

札幌市の検査・監
査には適切に対応
した。また、改善が
必要な事項等につ
いては、各公園・施
設のマネージャーを
通じ、公園・施設の
担当者へ周知徹底
を図った。
不正行為や事故発
生の未然防止のた
め、複数名による現
金等の確認を徹底
した。
不正経理等の事故
は発生していない。

▼月毎、四半期毎、年度での札幌市への報告の際、
マネージャーによるセルフモニタリングを記載し、報
告を行った。

第1回
9月14日

自然林散策路について

平岡どんぐりの森、札幌市立大学矢部和夫教授、酪
農学園大学中谷暢丈教授、酪農学園大学講師桑原
禎知先生、有識者高井孝太郎先生、、北海道外来ガ
エルネットワーク更科さん、札幌市みどりの管理課、
（公財）札幌市公園緑化協会平岡公園

＜協議会メンバー＞

公園利活用協議会
を開催し、平岡公園
の利用活性化につ
いて、地域の方々と
有益な協議・連携を
図っている。

▼資金管理については、指定管理業務や自主事業
等、公園ごとに区分しており、現金等の取扱いにつ
いては点検、調査を行っている。事務局経理事務担
当者による現金出納簿の確認、月末締めの現金出
納簿と売上金口座入金状況の確認を随時行ってい
る。
▼当協会の規定に基づき、現金や金券類、預金通
帳等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施
しているほか、公認会計士2名による外部監査を導
入している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取組
みを行っている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

開催回 協議・報告内容

▼公園利活用協議会
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切な対応を行っ
ていたと判断す
る。新型コロナウ
イルス感染拡大
防止についても柔
軟に対応を行った
ことを評価する。

指定管理施設の現
場と本部事務局と
の連絡調整を密に
するとともに、関係
機関への必要な届
出を迅速かつ確実
に行うなど、労働関
係法令を遵守し、す
べての関係手続き
について適切に対
応できた。
当協会での労働災
害発生ゼロを目指
して、毎朝のKY活
動、ヒヤリハット事
例の共有、安全大
会の開催（新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止の為、各公
園単位で開催）、安
全講習の実施等に
取り組んだ。事故が
発生した際には、安
全衛生委員会にお
いて、原因検証と再
発防止の検討を実
施した。
安全な職場環境の
実現と、スタッフの
雇用環境の向上を
進めるなかで、市民
サービスの向上に
つなげることができ
た。
4/14～5/31　の期
間、緊急事態宣言
を受け、新型コロナ
対策としてテレワー
ク、在宅勤務、年休
取得の推奨などを
行い、管理事務所
内の人員の削減を
図った。　・安全衛生委員会を設置し、毎月1回、各公園・施

設のマネージャーが出席して委員会を開催し、職場
の安全確保及び健康障害の防止に係る議題につい
て検討し、結果をスタッフに周知して、健全な職場環
境の実現に努めた。
　・維持管理作業従事者を対象に、作業における安
全確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。
　・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休
業等の取得奨励、職場内コミュニケーションの活性
化、有給休暇取得の奨励、ノー残業デーの設定など
の取組みを行った。
　・公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関
する内部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の
継続雇用など、雇用環境の整備により、市民サービ
スの向上等に結びつく取組みを行った。
　・第三者への委託業務について、受託者に当該業
務従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。
　・女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」に
おいて、女性の活躍推進に関する状況等が優良な
団体として「認定段階3」を受けている。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（2）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金
法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康
保険法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約
法、男女雇用機会均等法、次世代育成支援対策推
進法、女性活躍推進法、育児休業・介護休業等に関
する法律、労働保険の保険料の徴収等に関する法
律、その他関連する法令等に基づき、主として以下
のような届出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金861円（令
和元年10月3日発効、令和2年度据え置き）以上の時
給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及
び深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上
の割増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基
準監督署に適切に届け出ている。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基
準法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあ
たり、書面による労使協定（36協定）により必要な定
めをし、札幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満た
すスタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道
労働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保
険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を
行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実
施した。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届
け出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生
した者に対して周知し、希望の申し込みを随時受け
付けた。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業
主行動計画を実施している。
　・新型コロナウイルス感染拡大防止を目的に、毎朝
スタッフの検温を実施するほか、事務所内の触れる
場所の消毒やマスク着用、消毒薬の設置、休憩時や
作業時に密を避けるなどをスタッフに周知した。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切な対応を行っ
ていたと判断す
る。新型コロナウ
イルス対策につい
ても柔軟に対応を
行ったことを評価
する。

適宜工夫して適切
に対応したと評価
する。

ウメの花見期間は
例年と異なる対応
ともなったが、関
係機関との連携を
適切に行っている
ことを評価する。

簡易に改修できるも
のについては、ス
タッフ間で検討・工
夫して実施に取り組
んだ。老朽化した休
養施設や丸太階段
の改修は、札幌市
と協議し、補修が困
難で利用頻度の少
ないエリアのベンチ
の撤去を昨年同様
行い、安全の確保
に取り組んだ。ま
た、園路灯や受電
設備が設置から年
数が経過しているこ
とから、安全面を鑑
み更新を要望した
い。

▼ウメ開花期間中の梅林警備計画書を消防署と警
察署に提出した。
▼管理事務所及び格納庫の消防設備等点検を行
い、札幌市清田消防署長に報告した。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、ウメの開花期間
に梅林区域を閉鎖
したため、例年とは
違った花見の管理
となったが、警察及
び消防と打ち合わ
せを行い管理を
行った。また、必要
な届け出を清田消
防署に提出し、手続
き上も問題なかっ
た。

▽　防災

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▼利用者の安全については、要所に注意看板、ロー
プ柵等を設置して確保している。
▼拾得物の取扱いについては、遺失物法に則り、適
正に対応している。
▼損害賠償責任保険は仕様書の要求水準に適合し
たものに加入した。また、保険の必要な自主事業の
実施時には、徴収した参加費から傷害保険料を支出
して対応した。
▼普通救命講習の未受講者にｗｅｂ講習を受けさせ
た。
▼新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、管
理事務所内の触れる場所への消毒や入口に消毒液
の設置、人が集まる状況の際の換気、マスク着用・3
密回避などの励行・注意喚起の看板を事務所内の
他園内各所に掲示した。イベントを行う際は、時間短
縮や手洗い消毒の励行、密にならないよう内容を工
夫するだけではなく、スタッフや協力ボランティア団
体、参加者にも検温実施するほか注意喚起を行っ
た。

計画に沿った業務
運営・研修・訓練を
実施し、満足のいく
結果であったと捉え
ている。公園利用者
に危険が及ぶ項目
について、優先的に
対応した。
緊急事態宣言によ
る管理事務所の利
用制限時について
も、トイレ・受付利用
や園内利用は継続
していたことから、
巡視による点検や
利用者の安全確保
なども通常通り行っ
た。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼高圧受電設備点検については適切に実施し、6月
と12月には絶縁抵抗試験、接地抵抗試験を実施し
た。なお、月次点検及び抵抗試験は第三者委託によ
り実施した。
▼梅林地区の腐朽した木製丸太階段については、
札幌市と協議し、一部の交換修繕を行った。
▼湿地に隣接している池に、水位調節のため可動で
きる止水壁を設置して水の増減に対応した。
▼金額20万円を超える修繕については、事前に札幌
市と協議し、承認を得たのち実施した。
▼新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、梅
林の開花期間中は、梅林区域の駐車場を含め閉鎖
し、警備員を配置した。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）
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平岡 清田南 平岡 清田南 平岡 清田南

0 0 - - 5 0

0 0 - - 23 4

0 0 - - 17 1

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため中止にせ
ざるを得ないイベ
ントが多くあった
が、柔軟に対応し
たことを評価す
る。

適切な対応を行っ
たと評価する。

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
により、利用件数
が減少したことは
やむを得ず、ま
た、施設閉鎖対応
等柔軟に対応を
行ったことを評価
する。

稼働率(％)

平岡
庭球場

2,555 -

12,467

-

R1実績

人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)

平岡
野球場

26稼働率(％) - 25

近隣住民ボランティ
ア団体と酪農学園
大学と共に環境教
育普及事業を計画
していたが、新型コ
ロナウイルス感染
拡大防止のため中
止とした。例年、地
域住民から高い評
価を受けているため
残念であった。例
年、地域ボランティ
アとの協働で近隣
小学校の授業協力
を行ってきたがこち
らも新型コロナ感染

今年度は、新型コロ
ナウイルス拡大防
止の観点から、４月
１４日から５月３１日
までの間、有料運
動施設の閉鎖を
行った。そのため平
岡公園は、前年より
も利用件数が減少
し減収となった。清
田南公園は、令和
元年度公園工事の
関係で利用期間が
限定されていたた
め、前年よりも利用
が増えた。
　また、平岡公園の
野球場の利用の減
収が大きいため、次
年度には、利用促
進となるイベントを
計画ししたい。

清田南
庭球場

-

▽　不承認0件、　取消し361件、　減免24件、　還付77件

2,383人数(人）

5,821

180

7,638

Ｒ２年度実績

-

-

（4）事業の計
画・実施業務

▽　環境に関する学習機会の提供業務

▼環境イベントを5回実施（計画25回）
　参加者55人（計画360人）
　※17回新型コロナ感染防止のため中止
　　　２回天候不良

▽　キタキツネのエキノコックス対策 平岡公園にはキタ
キツネが生息してお
り、過去の酪農学園
大学によるフンの調
査でエキノコックス
の陽性反応が出て
いることから、利用
者及び従業員の安
全安心のため、本
年度も継続した。

多くのイベントを計画していたが新型コロナ感染防止
のため中止した。また、２月の野外イベントは降雨の
ため中止とした。

220

（5）施設利用
に関する業
務

-

4137

Ｒ元年度実績 R2年度計画

北海道衛生研究所の指導を受けて、今年度もキタキ
ツネのエキノコックス対策として、自作したベイト（駆
虫薬入りの餌）の散布を月1回行った。

　　取消し(平岡)305件 (清田南）56件

　　減免(平岡)17件　（清田南）７件

　　スポーツの日(平岡)42件 (清田南)10件

　　現金還付(平岡)41件 (清田南)36件

R1計画

件数(件)

- 29

837

11,525

件数(件)

人数(人）

2,371

R2実績

稼働率(％) 20

181 - 484

イベント

学校行事

その他
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▼第三者委託の業務についてはすべて市内企業に発注した。

▼管理事務所で車いすの貸し出しを行い、来園者の利便に供し
た。

手数料事業及び売
店設置事業収入
は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
のため「梅まつり」を
中止にしたため、大
きく減収となった。ま
た、イベントもコロナ
による中止のため
減収となった。今年
度は、新型コロナウ
イルスのため計画
から大きく減収と
なった。

▼手数料事業（開花期間臨時売店、自動販売機）

　　　手数料収入　1,029千円（計画3,300千円）

▼売店事業収入　3千円（計画20千円）

▼イベント事業収入　6千円（計画40千円）

▼観察会等の開催のお知らせを、近隣小学校へチラ
シ配布の形で広報するとともに、地域新聞に掲載を
依頼して周知した。

▼梅まつり中止と梅の開花期間中のエリア閉鎖の広
報を行い、混乱を最小限に留めた。

▼　公園ホームページについてのウェブアクセシビリ
ティ研修を担当職員対象に実施した。また取組確
認・評価表を、令和3年3月31日に公開した。

▼前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はな
い。

▽　広報業務

「梅まつり」の中止
を初めとして、新
型コロナウイルス
の影響で大きく減
収となってしまっ
たことは残念では
あるが、利用者の
利便性向上に努
めたことを評価す
る。

新型コロナウイルス
感染拡大の観点か
ら平岡公園のウメ
の開花時期に梅林
を閉鎖したことか
ら、ホームページ上
での開花情報をリア
ルタイムで公開する
ことが出来ず、ホー
ムページアクセスが
目標値を大きく下
回った。また、自然
観察会などのイベン
トも中止としたた
め、挽回することも
出来なかった。その
反面、利用が増え
た清田南公園は、
目標値を大きく上
回った。

（6）付随業務

▽　利用促進の取組

平岡公園のホー
ムページアクセス
数が目標値を大き
く下回ったことは、
梅林閉鎖の影響
が大きいと考えら
れるためでありや
むを得ず、一方
で、梅林閉鎖の広
報等適切に行え
たと評価する。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼新型コロナウイルス拡大防止のため平岡公園・清
田南公園共に有料運動施設を４月から５月末まで、
閉鎖を行った。閉鎖のお知らせ及び再開のお知らせ
をＨＰや園内掲示を行い利用者への広報に努めた。

▼ホームページアクセス数
　平岡86,439件（目標値150,000件）
　清田南7,638件（目標値2,970件）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

平岡公園では、新
型コロナウイルス感
染拡大防止のため
梅まつりの中止等
により自主事業収
入が減収となった
が、それに対応でき
るよう経費節減に務
めた。
次年度以降につい
ても、施設の閉鎖や
イベントの中止に対
応できるよう、経費
の削減を図り、効率
的な管理運営を
行っていきたい。

意見・要望について
は、今年度は称賛
を多くいただき、改
善要望などはな
かった。今後も利用
者に親しまれる公
園管理、利用者対
応を継続する。

【意見】

　　ネット遊具が使えなくて残念

　　自然がいっぱい

　　スタッフの対応が素敵な対応だった。

【対応】
今年度のアンケートでは称賛の声を多くいただいた。
今後も利用者に喜ばれる公園管理に努めたい。

0 1,444 1,444

2

利益還元 0 0

63,623 61,594

利用料金 3,772 4,307 535

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

管理事務所のロビーにて配布

イベント参加者への配布

季節毎に来園者ア
ンケートを実施し
た。しかしながら、
新型コロナウイルス
感染拡大防止の観
点から対面式での
調査を自粛したた
め、調査数が前年
より少なくなった。満
足度については、接
遇・公園総合満足
度共に要求水準を
超えて高い評価を

調査数　121人

結果概
要

清田区・厚別区の居住者の利用が多い。

▲ 2,029

自主事業支出 595 1,001 406

その他 0 902

▲ 2,022

指定管理業務支出 63,028 60,593 ▲ 2,435

支出

2

純利益 0 1,442 1,442

▽　説明

法人税等 0

収入-支出

0

56,491 56,491 0

▽　収支

項目 Ｒ２年度計画 Ｒ２年度決算 差（決算-計画）

（千円）

指定管理費

▲ 585

指定管理業務収入 60,263 61,700 1,437

収入 63,623 63,038

902

自主事業収入 3,360 1,338

来園目的は、自然観察・遊具が多い。

公園の総合満足度は、要求水準70％に対して95％
と大幅に上回った。

スタッフの接遇に対する満足度は、要求水準80％に
対して94％と大きく上回った。

自家用車・徒歩での来園が多い。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

1年を通して新型
コロナウイルスの
影響を受けた年
度であったが、満
足度について、継
続的に利用者か
ら要求水準を10%
以上超える評価を
得ていることを評
価する。

自主事業収入は
大きく減少となっ
たが、新型コロナ
ウイルスの影響が
大きかったものと
認められる。経費
節減に努めたこと
は評価する。今後
も、公園利用者の
安全確保や利便
性の向上は念頭
に置きながら、節
減可能な経費の
見直しを行う等、
効率的な業務遂
行に努めていただ
きたい。

４　収支状況

▼　利用料金収入は、新型コロナウイルス拡大防止の観点か
ら、4月20日から5月31日の期間を閉鎖した、その後は、テニス
コートの利用が好調で、計画よりも535千円の増収となったが、
前年より132千円の減となった。
▼　自主事業収入は、梅まつりの中止により、委託手数料の減
収が大きく、計画より2,022千円の減となった。
▼　その他収入は「札幌市都市公園の維持管理に関する協定に
おける新型コロナウイルス感染症拡大に関する確認書」による
収入補填718千円と両立支援等助成金184千円である。
▼　指定管理業務支出は、光熱水費の減少や、修繕費、原材料
費などの経費を削減し、計画より2,435千円の減となった。
自主事業支出は、計画時より事務局経費が増加したこと等で計
画より406千円の増となった。
▼　自主事業のうち収益性のある事業から生じた収入について
は、公益法人の特質上、利益の約半分を公益目的事業に繰り入
れている。
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Ⅲ　総合評価

１．新型コロナウイルスのため、イベント中止など計画
を変更せざるを得ない状況となった。管理作業につい
ては、ほぼ計画通りに業務を遂行できた。公園スタッフ
に安全教育を徹底し、安全管理に努めた。

２．指定管理期間中ボランティアの活動支援に力を入
れてきたが、新型コロナウイルス拡大防止のため、ボ
ランティア活動の中止や自粛が続き活動が減少した。
その中でも出来る限りの活動支援を行った。

３．ウメの生育管理に重点を置き、樹木医を配置して
ウメの生育向上に努めた。特にウメの花芽を食害する
ウソ対策に重点を置き、様々な方法を試験的に行った
結果、前年に引き続きウソの被害を最小限に抑えるこ
とができた。

４．新型コロナウイルス拡大防止の為、梅まつりを中
止とし、ウメ開花期間中は梅林エリアを閉鎖とした。梅
林エリアの閉鎖は、初めての事であったが、限られた
期間で行う事が出来た。

次年度も安全第一に作業を実施する。自主事業につい
ては採算を考慮し、収支を維持できるものを企画する。
また、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から沢山のイベントの中止とボランティア活動の縮小
を行った。次年度に新型コロナウイルスが鎮静化した
ら、平岡公園の強みを生かし、環境教育を基調としたイ
ベントを企画やボランティア活動の支援など平岡公園の
特色を生かした活動を行いたい。

１．ボランティア活動の支援充実に取り組む。

２．環境教育イベントの新規企画・充実に取り組む。

３．引き続きウメの管理に重点を置き、特にウソの食害
対策に取り組む。

４．運動施設を使用するイベントの企画に取り組む。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策としては、引き続
き、管理事務所内の触れる場所への消毒や入口に消毒
液の設置、人が集まる状況の際の換気、マスク着用・3
密回避などの励行・注意喚起の看板を事務所内の他園
内各所に掲示し注意喚起を行う。イベントを行う際は、時
間短縮や手洗い消毒の励行、密にならないよう内容を工
夫するだけではなく、スタッフや協力ボランティア団体、
参加者にも注意喚起を行う。今後の状況に合わせて対
応し、感染拡大防止に努める。

【指定管理者の自己評価】

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼当協会の財務状況等は、令和２年度、赤字決算になる見込み
はなく、運営安定化積立資産の留保金もあるため、安定経営能
力に問題はない。

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼情報公開請求はなかった。
▼当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかった。
▼公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資金
源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示し
た。
▼物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関係
事業者を相手方としないよう徹底した。

平岡公園
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清田南公園

１．指定管理者として、ほぼ計画通りに業務を遂行で
きた。公園スタッフに安全教育を徹底し、安全管理に
努めた。

２．公園の来園者が増えた。遊具広場がリフレッシュさ
れたことから、ファミリーの利用が増えた。ホームペー
ジの閲覧数も増加した。来園者が増えた事から園内
のゴミも増えているためゴミ回収と園内点検に努め
た。

３．利用者の利便を考え自動販売機１台を設置した。
設置に当たっては、町内会と打ち合わせを行い許可を
取った。

次年度も安全第一に作業を実施したい。園内点検を行
い安全管理に努めたい。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

平岡公園では、新型コロナウイルスの影響を受け、特徴
的な、梅まつりや自然環境を活かしたイベント・ボラン
ティア活動等について大きく規模を縮小せざるを得ない
状況となってしまったが、可能な限りボランティア活動支
援等を行ったことや公園利用者の安全確保に努めたこ
とを評価する。

各項目の所管局評価参照。引き続き、事故等の防止や
新型コロナウイルス感染拡大防止等、利用者の安全確
保に十分留意しながら、健全な管理運営に努めていただ
きたい。
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